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	                 幼稚園での弁当によるＥＨＥＣＯ２６集団感染

本年９月に横浜市内の幼稚園で腸管出血性大腸菌Ｏ２６による集団感染が発生しました。調査の結果、仕出し弁当によるものと確認され、摂食から１ヶ月以上経過してから行政処分をしました。食中毒事件の概要、報道発表と私なりに疑問点をまとめましたのでお知らせします。

食中毒事件の概要

１．摂食日          ９月８日

２．摂食者数        約3,500人（１０幼稚園と２保育園、感染施設は６幼稚園）
３．感染者数        445人（内訳：園児336人、職員20人、園児の家族57人、その他２人）

４．発症者数        138人（内訳：園児135人、職員３人）

５．原因施設        横浜市都筑区  仕出し屋

６．給食の内容      ハンバーグ、ミニ春巻き、ポテトサラダ、いんげんピーナッツ和え、筑前煮、フルーツ（りんご）、パン

７．行政処分        １０月１６日  営業禁止処分

報道発表の概要

  １．９月２４日

同一区の２箇所（Ａ園及びＢ園）の幼稚園関係者から腸管出血性大腸菌(Ｏ２６)の患者及び無症状病原体保有者が発生した。感染症、食中毒の両面で調査中。感染者数２３人  初発９月１７日
２．９月３０日

Ａ園及びＢ園共通の給食施設が、ほかに市内１１の幼稚園に配食。Ｃ園の職員３人からＯ２６を検出。感染者数３２５人 
  ３．１０月１５日

      幼稚園６園で発症、他の９園からは発症していない。感染者数４３７人（内園児家族５７人）

４．１０月１６日

９月２４日に発表した感染症事件について、９月８日(月)に配送された給食が原因とする食中毒と断定した。原因施設を営業禁止処分。発症者数１３８人。全員軽症で、すでに回復している。入院した人はいない。４日分の冷凍保存食品、使用水、施設拭き取り、従事者検便等からＯ２６不検出。
疑問点

１．探知から処分まで約１ヶ月かかったが

  ①  幼稚園・保育園では、Ｏ２６は園児間感染で集団発生することがありヒト－ヒト感染を、あるいは、原因の給食を提供したと考えられた頃は、まだ残暑が厳しく（横浜気象台：最高気温７日27.1℃、８日27.5℃、９日32.1℃）プールをしたため、プールでの感染を強く疑ったのか

②  Ａ園及びＢ園に、給食のほかに共通の飲食物があったためか

③  30日にはＣ園の職員の感染が判明したのに、なぜ、その時に仕出し屋を処分しなかったのか

２．営業禁止処分なのか

  ①  食品衛生法の処分は、あくまでも再発防止であり、既に消毒等を実施していると考えられるので、処分は必要ないのではないか

  ②  指導の徹底（衛生教育など）なら、期限を決めた営業停止処分が適当でなかったのか

これらの疑問点はいずれ判ると思います。外側から見ていると、検便実施数が3,700検体余りと、事件処理は本当に大変だったと思います。Ａ園及びＢ園と原因の仕出し屋とは区が異なります。
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